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 図書館のサービスが拡大しました！！ 
 
 
 

 

年末年始をのぞき、市内の図書館施設は毎日どこかが利用できる便利な環境が整いました。 

総合市民図書館は、施設保守などのため、毎月第２・第４水曜日が休館日になりました。 

南・辻堂・湘南大庭の各市民図書館、11 市民図書室（各地区の市民センター、公民館に設 

置されている図書室）は、これまでどおり 月曜日が休館日です。 

 

 

 

 

 

市内在住・在勤・在学の方、広域利用の方も、貸出点数が増えました。  

また、ＤＶＤ・ビデオについては、貸出期間を２週間に延長し、予約点数も２点になりま 

した。なお、市民図書室はこれまでどおり ひとり 6 冊までの貸出です。 

  

 

  

 
 
 
 

図 書・雑 誌 ６冊 １０冊

ＣＤ・カセット ３点 ５点

ＤＶＤ・ビデオ １点 ２点 １点 ２点  １週間 ２週間

貸 出 点 数 予 約 点 数 貸 出 期 間

２週間
６冊

３点

       

 
【市民図書館】 総合市民図書館（℡43-1111）、南市民図書館（℡27-1044）、辻堂市民図書館（℡35-0028）、 

湘南大庭市民図書館（℡86-1666）。 

【市民図書室】 長後（℡43-7655）、明治（℡35-7095）、辻堂（℡35-7076）、村岡（℡28-6939）、 

              片瀬（℡28-6935）、遠藤（℡88-6235）、六会（℡83-4686）、善行（℡83-4687）、 

藤沢（℡28-6895）、鵠沼（℡35-7096）、御所見（℡48-4675）。 
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● お近くの市民図書室から、市民図書館の資料が 

貸出・返却できます。 

総合市民図書館・南市民図書館・辻堂市民図書館・湘南大庭市民図書館の予約資料が市内 

    １１ヵ所の市民図書室で受取れます。また、市民図書館で借りた資料の返却もできます。 

 なお、市民図書室の開室時間は、午前１０時から午後５時までです。 

◆資料の予約方法◆ 

・図書館のホームページから予約する場合は「受取希望館」をご希望の「市民図書室」に設定し、 

連絡方法はＥメールを選択してください。  

・市民図書館のリクエストカードで予約する場合は、他館受取希望の欄にご希望の「市民図書室」 

を記入してください。 

      資料が用意できた時の連絡方法として、Ｅメールか葉書を選んでください。 

※Ｅメールでの連絡は、事前にメールアドレスの登録が必要です。 

 

 

● 市民図書館で予約した資料を、ご自宅に配達（有料）します。 

    宅配便を利用して市民図書館の予約資料をご自宅にお届けします。 

       図書館のホームページやお電話で申し込みください。 

     ◆申し込み方法◆ 

    ・図書館のホームページから資料の予約をするとき「連絡方法」と「受取希望館」をどちらも 

      「有料配達便」に設定してください。 ※「メール」を選択しても、メールは送信されません。 

・市民図書館の窓口で専用のリクエストカードをお出しください。 

・電話でも受付いたします。 

・配達先は図書館カードの登録住所地になります。  

片道 350 円かかります。（県内他市町村の場合、片道 500 円）直接業者に 

料金をお支払いください（貸出時は「着払い」、返却時は「元払い」です）。 

              ※急な用事で図書館へ返却に行けないときにも利用できます。 

電話１本で配達業者がご自宅に返却資料を受取りに伺います。 

お電話の際には「図書館の有料配達便を利用」とお伝えください。 

電話 ０４６６－４８－３６１１（藤沢ペリカンセンター） 

 

 

 

 

 

 

     「子どもたちにおはなしの世界を届けてみませんか」  

                 ～初めて「おはなし」を語る方へ～

講 師    菊地 彰子 氏  

 日 時   ２００７年９月２２日（土） 午後２時００分～４時００分 

 会 場   藤沢市総合市民図書館 ２階ホール 

 定 員   ８０名（お子さま連れは、ご遠慮ください） 

 申し込み  ２００７年９月１日（土）午前９時から先着順（電話、ＦＡＸまたは来館） 

 問い合わせ 総合市民図書館児童担当   電話 0466-43-1111 ＦＡＸ 0466-46-1130 
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       図書館の本の背には、ラベルがあります。   
        このラベルに記されている数字は、何を表しているのでしょう？ 

     

       図書館では、たくさんの本をできるだけわかりやすく使えるように、 

       日本十進分類法（ＮＤＣ）＊ 
に基づいて、内容の近い本を本棚に並べています。 

       数字は、内容を表しているのです。        

       数字は「本の住所」と考えてみましょう。 お探しの本は、その住所に住んでいます。 

       時には貸出などで、旅に出ていることもありますが…。 

       知っているとたいへん便利です。 

 

       詳しくは、カウンターの資料案内図を参考に、お気軽におたずねください。 
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科学の参考書
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＊日本十進分類法（ＮＤＣ）とは？ 

本を整理するために考案された分類法の一つで、本の分類をする時の基準となるものです。日本の図書館の多くで採用されています。 

十進分類法とは、本に書かれている内容を、１０分野ずつに分類し、さらに各分野を１０分野ずつに次々と分類していく分類法で、 

分類した結果を０から９までの１０個の数字を使った記号で表現します。              
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郷土の文化人 その４  

加古
か こ

   里子
さ と し

      『こどものカレンダー』(偕成社1975)のように、子

どもが自分のまわりのことを楽しみながら学べる本が

多く、物語絵本から科学・知識絵本まで幅広い作品群

は、多くの子どもたちに支持されています。それは加

古さんが子どもをよく知っているからかもしれませ

ん。 

 
 プロフィール 
 
 １９２６年（大正１５）福井県生まれ。 

東京大学工学部応用化学科卒業。工学博士。 

昭和電工に勤めながら、セツルメント運動*、児童文化

活動に従事。１９７３年早期退社後、絵本の創作をは

じめ子どもの文化に関わる幅広い分野で活躍。 

１９７８年７月から２年間にわたり、藤沢市図書館

協議会委員。１９７９年の読書週間の講演や総合市民

図書館での展示などにご協力をいただいています。 

藤沢市片瀬山在住。 

＊セツルメント(settlement) 
貧困・環境など問題を抱える地域住民の生活向上のため、 
知識人・学生によって行われる社会事業。診療所・宿泊所・

託児所などの設置や、子供会の開催・栄養指導なども行う。 

 

知識の喜びを 絵本から 
 

 あなたが幼い頃好きだった本は何ですか？ 

絵本や紙芝居を作った作家の名前を特に気にしたこ

とがなくても、お気に入りだった本が実は加古里子さ

んの本、という方は多いかもしれません。 

 人気の「だるまちゃん」シリーズの第一作『だるま

ちゃんとてんぐちゃん』(福音館書店1967)。あちこち

の人ごみにまぎれてしまう「とこちゃん」を探すのが

たのしい『とこちゃんはどこ』(松岡享子作 福音館書

店 1972)。バラエティー豊かなパンや個性的なからす

たちが楽しい『からすのパンやさん』(偕成社1973)。  

ユーモラスな話で大人気の『どろぼうがっこう』(偕成

社 1973)。このほかにもたくさんのロングセラー絵本

が加古さんによって生み出され、親子二代にわたって

親しまれています。 

 創作物語絵本だけではありません。加古さんの絵本

は、楽しみながらも、社会や自然科学に目を向けるき

っかけを与えてくれます。『かわ』(福音館書店1966)
では、源流から海までが描かれ、一筋の川の全体から

川沿いの様子まで眺めることができました。浅瀬から

深海までたどった『海』(福音館書店1969)では、身近

な自然から世界が広がっていくのを感じたのではない 
でしょうか。当たり前のように生活している家につい 
て考えさせられた『あなたのいえわたしのいえ』(福音 

 

 

館書店 1972)。いつも使っている紙で科学的な視点を

教えられた『よわいかみつよいかたち』(童心社1968)。
『はははのはなし』(福音館書店1972)には、歯医者の

待合室で出会った人もいるかもしれません。 

 絵描き歌・草花遊び・鬼ごっこなど子どもは遊びの

天才ですが、そうした遊びについての研究成果が『伝

承遊び考１』(小峰書店)として２００６年に出版され

ました。児童書以外の著作には、絵本制作の方法論な

どを解説した『加古里子 絵本への道』(福音館書店

1999)などがあります。 

 まさに日本の絵本界を代表する、そして子どもたち

を楽しませてくれる作家です。 

 
【所蔵作品】 

『かこさとしかがくの本』全10巻      童心社 

『おたまじゃくしの101ちゃん』       偕成社 

『かこさとしこころのほん』全10巻    ポプラ社 

『ことばのべんきょう』全4巻     福音館書店 

『子どもと遊び』                    大月書店 
         など 約４００冊を４館で所蔵しています。 

 

編集後記                        

夏休みに入り、図書館では熱心に学校の課題

に取り組む子どもたちの姿もみられ、にわか

に活気にあふれています。 
 
今年６月から、市民図書館では貸出点数が増

え、今までよりもたくさんの資料が借りられ

るようになりました。 
貸出点数の拡大により、心にふれる本に出会

える機会が増えることと思います。 
 
夏休みを利用して、 
家族そろって図書館 
へ来られてはいかが 
でしょうか？ 
 
           
発行 藤沢市総合市民図書館 
       藤沢市湘南台 7-18-2 
       ℡0466-43-1111 
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